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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 7,912 7.1 612 88.3 489 260.1 191 ―
23年3月期第2四半期 7,389 2.7 325 △36.8 135 △58.5 3 △96.2

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 225百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 7百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 31.31 30.59
23年3月期第2四半期 0.52 0.51

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 30,190 12,323 39.7
23年3月期 29,046 12,152 40.7
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  11,973百万円 23年3月期  11,811百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 5.00 ― 8.00 13.00
24年3月期 ― 5.00
24年3月期（予想） ― 8.00 13.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,000 4.8 1,450 26.0 1,130 36.3 469 52.7 76.55



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対
する四半期レビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績の見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提になる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半
期決算短信（添付資料１ページ「連結業績予想に関する定性的情報」）をご覧ください。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 6,504,000 株 23年3月期 6,494,000 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q 366,891 株 23年3月期 366,891 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 6,131,338 株 23年3月期2Q 5,933,977 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1)  連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）における当社グループは、

前期より課題となっていた受注単価の見直しや原価低減努力が功を奏し、売上はほぼ期初予算（平成23年

５月13日発表）どおり、各利益においては期初予算並びに前年同四半期を大きく上回りました。この傾向

は特に第２四半期（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）に顕著であり、大幅な増収増益を計上

することができました。 

この結果、第２四半期連結累計期間における売上高は7,912百万円（前年同四半期比7.1％増）、営業利

益は612百万円（前年同四半期比88.3％増）、経常利益は489百万円（前年同四半期比260.1％増）、四半期

純利益は191百万円（前年同四半期比188百万円の増加）となりました。 

 

グループ会社の状況につきましては以下のとおりです。 

・株式会社タケエイ：前期より課題となっていた受注単価の見直しに加え、原価低減努力が功を奏し、収

益性が大きく向上しました。また、株式会社ダイセキ環境ソリューションとの業務提携による汚染土

壌処理事業についても、大型案件を含め、大幅に取り扱い高が増加し、売上拡大に貢献しました。 

・株式会社リサイクル・ピア：解体系建設廃棄物処理のウェイトが高い同社は、受注単価の下落傾向に改

善が見られず、苦戦しました。 

・株式会社北陸環境サービス：積極的な営業拡大策に加え、ＪＦＥエンジニアリンググループ及び株式会

社ダイセキ環境ソリューションとの業務提携効果も加わり、前期に引き続き大幅な増収増益となりま

した。 

・株式会社ギプロ：原価低減努力が功を奏し、前年同四半期を上回る利益を計上しました。 

・株式会社池田商店：製造業向けに積極的な営業展開を図り、前年第２四半期以降、大幅な増収増益とな

りました。 

・環境保全株式会社：競争激化による厳しい事業環境下ながら、本年１月の仙台支店開設など事業エリア

の拡大による営業強化策も功を奏しつつあり、期初予算を大幅に上回って推移しています。 

・諏訪重機運輸株式会社：本年７月にＭ＆Ａで子会社化した同社も、計画どおり推移しております。な

お、同社は平成23年10月７日付で長野地裁より民事再生手続き終結決定を受けました。 

 

(2)  連結財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は30,190百万円（前連結会計年度比1,143百万円の増加、前

連結会計年度比3.9％増）となりました。流動資産は8,430百万円（前連結会計年度比321百万円の増加）と

なりました。これは、現金及び預金が59百万円、受取手形及び売掛金が155百万円、繰延税金資産が44百万

円増加したことなどによります。固定資産は21,404百万円（前連結会計年度比753百万円の増加）となりま

した。これは、最終処分場が383百万円、土地が508百万円増加したことなどによります。 

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は17,866百万円（前連結会計年度比972百万円の増加、前

連結会計年度比5.8％増）となりました。流動負債は6,806百万円（前連結会計年度比755百万円の増加）と

なりました。これは、短期借入金が117百万円、1年内返済予定の長期借入金が242百万円増加したことなど

によります。固定負債は11,060百万円（前連結会計年度比217百万円の増加）となりました。これは、繰延

税金負債が102百万円、退職給付引当金が101百万増加したことなどによります。 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は12,323百万円（前連結会計年度比171百万円の増加、前連

結会計年度比1.4％増）となりました。これは、利益剰余金が142百万円増加したことなどによります。 

 

(3)  連結業績予想に関する定性的情報 

当連結会計年度の業績見通しにつきましては、平成23年５月13日発表時の連結業績予想を据え置きま

す。 

なお、東日本大震災で発生した震災廃棄物の処理につきましては、ようやく東北地方での処理事業が年

末にかけて本格化してくると思われますが、事業開始に向けての準備・調整段階にまだあること、最終的

な廃棄物発生量や性状等が確定していないこと等から、今後の当社連結業績に与える影響について現状で

は未定であり、通期業績予想には織り込んでおりません。詳細な計画が確定次第、精査の上、速やかに発

表させていただく所存です。 
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２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1)  当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2)  四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①固定資産の減価償却費の算定方法 

減価償却費について、定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっています。 

②繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の

発生状況に著しい変化がないと認められる場合、前連結会計年度で使用した将来の業績予測やタックス・プ

ランニングを利用する方法によっています。 
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３．四半期連結財務諸表 

(1)  四半期連結貸借対照表 

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度 

(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間

(平成23年９月30日) 

資産の部  

 流動資産  

  現金及び預金 4,323  4,382

  受取手形及び売掛金 2,967  3,123

  商品及び製品 0  3

  仕掛品 17  14

  原材料及び貯蔵品 266  271

  繰延税金資産 129  173

  未収入金 193  124

  その他 224  344

  貸倒引当金 △13  △8

  流動資産合計 8,108  8,430

 固定資産  

  有形固定資産  

   建物及び構築物（純額） 5,943  6,085

   機械装置及び運搬具（純額） 2,730  2,681

   最終処分場（純額） 1,913  2,296

   土地 7,004  7,513

   その他（純額） 928  771

   有形固定資産合計 18,520  19,347

  無形固定資産  

   のれん 1,022  924

   その他 75  62

   無形固定資産合計 1,097  987

  投資その他の資産  

   投資有価証券 201  220

   繰延税金資産 131  153

   その他 752  726

   貸倒引当金 △52  △31

   投資その他の資産合計 1,033  1,069

  固定資産合計 20,651  21,404

 繰延資産 287  356

 資産合計 29,046  30,190
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度 

(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間

(平成23年９月30日) 

負債の部  

 流動負債  

  買掛金 467  513

  短期借入金 877  995

  1年内返済予定の長期借入金 3,019  3,262

  1年内償還予定の社債 190  240

  未払法人税等 288  325

  その他 1,207  1,468

  流動負債合計 6,051  6,806

 固定負債  

  社債 790  720

  長期借入金 8,578  8,192

  繰延税金負債 344  447

  退職給付引当金 165  266

  資産除去債務 357  413

  その他 605  1,019

  固定負債合計 10,842  11,060

 負債合計 16,894  17,866

純資産の部  

 株主資本  

  資本金 4,134  4,139

  資本剰余金 4,297  4,302

  利益剰余金 3,651  3,794

  自己株式 △307  △307

  株主資本合計 11,775  11,928

 その他の包括利益累計額  

  その他有価証券評価差額金 35  44

  その他の包括利益累計額合計 35  44

 少数株主持分 341  350

 純資産合計 12,152  12,323

負債純資産合計 29,046  30,190
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(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

四半期連結損益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

売上高 7,389  7,912

売上原価 5,641  5,936

売上総利益 1,748  1,976

販売費及び一般管理費 1,422  1,363

営業利益 325  612

営業外収益  

 受取利息 0  0

 受取保険金 0  0

 債務取崩益 4  5

 助成金収入 －  8

 その他 9  23

 営業外収益合計 15  38

営業外費用  

 支払利息 154  130

 持分法による投資損失 1  18

 その他 50  13

 営業外費用合計 205  162

経常利益 135  489

特別利益  

 固定資産売却益 5  6

 貸倒引当金戻入額 8  －

 保険解約返戻金 －  31

 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 34  －

 その他 －  8

 特別利益合計 48  46

特別損失  

 固定資産売却損 0  －

 固定資産除却損 0  －

 投資有価証券評価損 2  －

 減損損失 －  7

 災害義援金 －  10

 その他 －  0

 特別損失合計 2  17

税金等調整前四半期純利益 181  517

法人税、住民税及び事業税 199  329

法人税等調整額 △40  △27

法人税等合計 159  301

少数株主損益調整前四半期純利益 22  216

少数株主利益 19  24

四半期純利益 3  191
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四半期連結包括利益計算書 

第２四半期連結累計期間 

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前当期純利益 22  216

その他の包括利益  

 その他有価証券評価差額金 △15  9

 その他の包括利益合計 △15  9

四半期包括利益 7  225

（内訳）  

 親会社株主に係る四半期包括利益 △12  201

 少数株主に係る四半期包括利益 19  24
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純利益 181  517

 減価償却費 699  736

 のれん償却額 97  98

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △12  △31

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 35  19

 受取利息及び受取配当金 △2  △2

 支払利息 154  130

 支払手数料 2  1

 投資有価証券評価損益（△は益） 2  －

 固定資産売却損益（△は益） △5  △6

 固定資産除却損 0  －

 資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 △34  －

 売上債権の増減額（△は増加） 137  △27

 たな卸資産の増減額（△は増加） △26  3

 仕入債務の増減額（△は減少） △52  45

 繰延資産の増減額（△は増加） △5  △68

 未払金の増減額（△は減少） 22  52

 未払消費税等の増減額（△は減少） △37  △15

 その他 4  △375

 小計 1,162  1,078

 利息及び配当金の受取額 2  1

 利息の支払額 △163  △135

 法人税等の支払額 △434  △260

 営業活動によるキャッシュ・フロー 567  684

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 短期貸付金の回収による収入 0  0

 定期預金の預入による支出 △4  △4

 定期預金の払戻による収入 50  14

 投資有価証券の取得による支出 △73  △2

 投資有価証券の売却による収入 －  0

 有形固定資産の取得による支出 △643  △334

 有形固定資産の売却による収入 4  7

 連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出 

－  △2

 その他 1  32

 投資活動によるキャッシュ・フロー △665  △287

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 短期借入れによる収入 190  230

 短期借入金の返済による支出 △162  △112

 長期借入れによる収入 298  1,378

 長期借入金の返済による支出 △1,531  △1,543

 長期未払金の返済による支出 △40  △45

 社債の償還による支出 △40  △20

 株式の発行による収入 1,696  9

 配当金の支払額 △41  △49

 少数株主への配当金の支払額 △12  △14
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  (単位:百万円)

 

前第２四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間

(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

 その他 △37  △158

 財務活動によるキャッシュ・フロー 320  △326

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 221  69

現金及び現金同等物の期首残高 4,201  3,845

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,423  3,915
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

 該当事項はありません。 

 

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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